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ゲル状配向コラーゲン線維束 

配向コラーゲン線維からなる、ミリメートルサイズの厚みを持つゲルの作製技術を確立しました。濃

縮コラーゲンを急速に線維化させ、その工程においてせん断を付与するシンプルな技術です。 

本技術の内容・特徴 

濃縮コラーゲンの線維化反応を加速し、一定期間のみせん断を付与することで、生体腱のコ

ラーゲン配向構造を模倣したゲル状配向コラーゲン線維束の作製方法を確立しました。

 

 

従来技術に比べての優位性     

➊ 

   

➋ 

➌ 

ミリメートルサイズの厚みを持つ配向コ 

ラーゲン体を、非破壊的に回収可能 

製造工程が単純かつ機械的制御が容易であ

るため、量産可能 

ゲル状で回収できるため、多孔質体やフィ

ルム等の成型体へ加工することが可能 

予想される効果・応用分野 

➊ 

➋ 

配向構造を認識して軸索を伸展する神経細

胞を対象とした培養基材開発への展開                 

コラーゲン以外の架橋性高分子（例えばコ

ンドロイチン硫酸等）のゲル状配向体の回

収技術としての展開 

 

提供できる支援方法 

 共同研究 

 特許利用（製品化・技術活用） 
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＜ゲル状配向コラーゲン線維束の作製要件＞
① 1.8%まで濃縮したコラーゲンを用いること
② 体温応答性のコラーゲン線維化速度を高めること
③ 線維化工程の一定期間だけせん断を付与すること
④ ゾルに予め架橋剤を含ませ、回収を容易にすること

・線維化速度が加速
・線維化工程の初期
のみせん断を付与 ゲル状配向

コラーゲン線維束

動的粘弾性測定

20 mm
5 mm

2 mm

線維化

低濃度コラーゲン
（～0.5%）

・濃縮コラーゲン（1.8%）
・高イオン強度の
緩衝液
・架橋剤の添加

ゲルの破壊

ゲルの安定回収

線維化

切り出し

下部

中部

上部
加工不可

4μ m

配向方向
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